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九州各県協会における行政機関との連携状況について 

県名 平常時 災害支援時 

福岡県 ・福岡県主催の「市町村等災害廃棄物

処理担当者研修会」（別紙①）に事務局

職員参加 

・福岡県主催の「福岡県災害廃棄物処

理連絡会」（別紙②  

・被災自治体と支援業務の打合せ 

（災害支援終了後） 

・被災自治体と事務業務の打合せ 

佐賀県 ・県主催地区別意見交換会に参加 

・県主催の市町職員研修会に講師とし

て参加 

・市町から要請を受けて仮置場の助言 

・県及び被災市町との協議 

 ・市町の災害廃棄物仮置場候補地の確

認調査 

 

熊本県 ・各市町村へ災害廃棄物処理支援行動

マニュアルの配布 

・各市町村主催の災害対策会議、防災

訓練等への参加 

・支部管轄市町村の災害廃棄物仮置場

設置状況等の確認 

・熊本県及び市町村との災害廃棄物処

理に係る協議 
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大分県 ・協力が可能な会員の状況を県に報告

する 

・各市町村の災害対策本部会議や防災

訓練の参加できる（協定にあるが、実

際はなし） 

・大分県及び市町村との災害廃棄物処

理に係る協議 

宮崎県 ・災害廃棄物処理図上訓練や研修会 

・災害廃棄物処理対策ネットワーク会

議（ブロックごとの開催） 

・宮崎県及び市町村との災害廃棄物処

理に係る協議 

鹿児島県 ・協定締結市町村に対する協力可能資

機材数量の報告 

・九州地方環境事務所主催の災害廃棄

物対応図上演習への参加 

 

沖縄県 ・沖縄県災害廃棄物処理計画検討委員

会への参加 

・外海離島災害廃棄物広域処理検討委

員会への参加 
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各県災害廃棄物委員会における検討・協議事項について 

県名 検討・協議事項 

福岡県 ・災害対策委員会について 

１．目的 

福岡県との「災害等における災害廃棄物の処理等の協力に関する協定書」にも

とづき、福岡県域の市町村との協定の締結を推進することを目的とする。 

２．事業 

（１）市町村との協定締結に関すること 

（２）その他これに付随する事業に関すること 

佐賀県 ・現時点でなし。 

 ・災害廃棄物処理要請対応マニュアルについて 

・災害廃棄物処理対策の体制づくりについて 

・災害廃棄物処理初動訓練実施要領について 

・市町の災害廃棄物仮置場候補地調査について 

熊本県 ・災害支援行動マニュアルの改訂（本部：新設、支部：見直し） 

・支部管轄市町村の災害廃棄物仮置場設置状況等の確認 

・災害支援行動マニュアルの改訂に伴う熊本県との意見交換会 

 

大分県 ・現時点でなし。 

8



宮崎県 ・緊急連絡網体制の整備 

・災害廃棄物支援規程 

・災害時連絡フォーム（ＨＰ） 

・資機材調査 

鹿児島県 ・協定に基づく支援体制の整備について 

・情報伝達訓練の実施について 

・ＢＣＰの策定支援について 

沖縄県 ・沖縄県と沖縄県協会にて、「災害発生時の廃棄物処理に関する協定」の締結 

・災害支援行動マニュアルの新設 
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資料３－１ 

第１回九州地域協議会災害廃棄物委員会 

 

県 名     福岡県        

 

記入者     吉冨 慎一      

 

【 提 案 議 題 】 

〈議  題１〉 

災害廃棄物の処理等に関する協定締結状況及び各市町村との情報交換について 

〈提案趣旨〉 

 昨今、大規模な災害が発生する中、当協会では、現在２１市、１３町、１村 計

３５市町村（令和４年７月１日付け）災害廃棄物の処理に関する協定を締結してお

り、毎年、災害時に協力可能な車両・重機等集計したものも締結している各市町村

へ情報を提供し、緊急時の対応に備えております。（別紙参照） 

 しかしながら、締結しているすべての市町村との連携が取れている状況ではあ

りません。各県の災害廃棄物の処理等に関する協定締結をしている市町村とどの

ような情報交換・共有等されているのか、今後の参考とさせていただきたいので、

御教示いただきたい。 

 

締結している市町村の連携の例 

・有事の際の作業分担や委託業務の権限範囲 

・通常時の自治体との情報交換等 

・担当者連絡体制について 

・市町村へのフォローについて 

・災害廃棄物処理計画策定状況について 

など 
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【提出議題回答用紙】 

 

回答協会名：（一社）佐賀県産業資源循環協会 

 

＜ 議題１ ＞ 提案協会名：（一社）福岡県産業資源循環協会 

 

災害廃棄物の処理等に関する協定締結状況及び各市町村との情報交換について 

 

 

＜ 回答趣旨 ＞ 

 

１ 災害廃棄物処理支援協定の締結状況 

  佐賀県及び県内全市町（１０市１０町）と締結済み 

 

２ 市町との連携の状況 

（１）毎年、資機材調査の結果を送付 

（２）毎年、協会各支部の支部長等の連絡先、市町ごとの幹事社名を送付 

（３）県主催の市町職員研修会で協会の役割・支援内容、お願い事項を伝達（別紙

参照） 

（４）県主催の地区別意見交換会で市町、当協会、一廃の協会と意見交換 

（５）個別の市町から要請を受けて、仮置場候補地を視察の上、助言 

（６）個別の市町から要請を受けて、災害廃棄物処理計画案について助言 

（７）稼働中の仮置場において、視察を希望した市町職員に対して説明 
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令和４年度佐賀県災害廃棄物処理対策市町職員リーダー研修会 資料 

 

                      令和４年５月３１日 

（一社）佐賀県産業資源循環協会 

 

    

災害廃棄物 仮置場        処理施設 

   

 

            ・一次仮置場     ・市町村施設 

            ・二次仮置場     ・民間施設 

  

 

 

●災害廃棄物の発生量に応じて、仮置場の設置が必要となります。 

 当協会が仮置場の管理運営を支援した実績（発生量は補助対象分） 

 ・R１年 武雄市 ５，７６０トン、大町町 ２，９７７トン 

 ・R２年 鹿島市 １，４９５トン、太良町    ８２トン 

 ・R３年 武雄市 ３，７３７トン、大町町 １，３８１トン 

 

●当協会は、仮置場の管理運営とそれ以降の業務に精通しています。 

 

●仮置場の管理運営等について要請があれば、当協会で支援します。 

 原則、要請は、県循環型社会推進課にしてください。（市町→県→当協会） 

直接、当協会に要請いただいても結構です。（市町→当協会→県） 

 

●当協会のみでの対応が困難な場合は、 

当協会から九州各県の産業資源循環協会に要請し、支援します。 

大規模災害廃棄物対策九州ブロック協議会が、広域連携チームを立ち上げて 

支援します。 

構成  九州沖縄の各県及び政令市、国機関 

有識者 九州大学 島岡隆行、名古屋大学 平山修久 

（公社）全国産業資源循環連合会九州地域協議会 

事務局 九州地方環境事務所 
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市町の皆様にお伝えしたいこと。 

災害対応は、先手必勝に尽きる！ 円滑な処理は、ノウハウのある団体へ！ 

 

１ 事前に仮置場を選定しておく。 

理由 

 ・災害が発生すると短期間のうちに仮置場の設置が必要だが、必要な条件を満たす必要

があり、決定までに時間がかかる。 

２ 仮置場の選定は、当協会 等と相談しながら検討する。 

 理由 

 ・必要な条件を満たす適地かどうかの助言を受ける必要 

位置、広さ、地盤、車両の導線、レイアウト（分別）、 

発災して受入開始までの準備期間 等 

３ 役割分担を事前に決めておく。 

 理由 

・災害が発生すると、様々な業務を速やかに回していく必要があるので、役割分担（直

営か委託か、委託先はどこか）を事前に決めて、首長、関係者の合意を得ておいた方が

よい。 

 ・家庭から仮置場までの収集・運搬 

・仮置場の管理 

・仮置場から処理施設までの収集・運搬 

・処理 等 

４ 住民周知のためのチラシについて当協会等と相談しながら、事前に検討しておく。 

理由 

・仮置場には分別して持ち込む必要があり、住民、ボランティア団体等に事前に周知し

ておいた方がよい。 

５ 発災してから仮置場オープンまでの準備期間を当協会と検討しておく。 

実際に発災した場合、当協会と協議して準備期間を決定し、その間は、受け入れない

こと。 

理由 

・仮置場のオープンには準備期間が必要。状況に応じて準備期間が異なる。 

・準備が不十分なままで受け入れると、混乱するし、費用もかさむ。 

６ ボランティアセンターの立ち上げをお願いします。 

 理由 

 ・仮置場の管理・運営に当たり、車両誘導、荷下ろし補助で、ボランティアを要請したい

場合があるため。 
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【提出議題回答用紙】 

 

回答協会名：（一社）長崎県産業資源循環協会 

＜ 議題１ ＞ 提案協会名：（一社）福岡県産業資源循環協会 

 災害廃棄物の処理等に関する協定締結状況及び各市町村との情報交換について 

＜ 回答趣旨 ＞ 

 本県の状況は次のとおりです。 

１．災害廃棄物処理協定の締結状況（令和４年６月末現在） 

長崎県協会においては、離島地区（３市２町）を除く１６市町との災害廃棄物処理協定

の締結に努めており、現在、１３市町と協定を締結しています。 

２．協定締結後の取組状況 

（１）有事の際の作業分担や委託業務の権限範囲 

    有事の際の具体的な作業分担や委託業務の権限範囲などについては協議していま

せんが、必要な取組と考えており他県の協会の状況を参考にしながら整理していきた

いと考えます。 

（２）通常時の自治体との情報交換、市町村へのフォロー等 

  ①支援可能な資機材、人材情報の市町村への提供 

    協定の締結にあたり、支援可能な資機材を保有している会員数と資機材保有状況の

一覧表を提供しています。資機材調査については毎年実施することから、締結自治体

へはその調査結果を引き続き提供する予定です。 

    また、本年度から支援可能な人材の調査も実施することとしており、その結果につ

いても情報提供する予定です。  

  ②災害廃棄物仮置場の現地調査の実施  

災害廃棄物仮置場候補地の現地調査を行い、その情報を整理するとともに仮の配置

図案を作成し提案しています。 

  ③市町村の一般廃棄物処理施設の調査の実施 

    今後、市町村の一般廃棄物処理施設の調査を実施し、災害廃棄物の搬入に際し注意

すべき点を整理していきたいと考えています。 

（３）担当者連絡体制について 

    市町村は定期的に人事異動があるため、年度当初に確認するようにしています。 

また、協会会員の連絡網についても整備しています。 

（４）災害廃棄物処理計画について 

    市町のホームページに掲載があるものについては入手していますが、自治体によっ

ては公表していないところもあります。  
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【提出議題回答用紙】 

 

回答協会名：熊本県産業資源循環協会 

 

＜ 議題１ ＞ 提案協会名：（一社）福岡県産業資源循環協会 

 

災害廃棄物の処理等に関する協定締結状況及び各市町村との情報交換について 

 

 

＜ 回答趣旨 ＞ 

１．災害廃棄物の処理等に関する協定締結状況について 

  ・熊本県と締結         平成２１年 

・全市町村（４５市町村）と締結 平成２４年 

 

２．各市町村との連携について 

（１）市町村の会議への出席 

各支部（６支部）において、市町村が行う防災会議等に出席し、災害廃棄物処理

についての情報交換を行うとともに市町村が策定する災害廃棄物処理計画に対す

る意見を述べております。 

 また、各市町村に担当支部の災害廃棄物処理支援行動マニュアルを送付し、平常時

より連携を努めております。（国県にも情報提供） 

 

（２）支部管轄市町村の災害廃棄物仮置場設置状況等の確認 

令和２年豪雨災害までで市町村が設置している仮置場について、本県委員会で課

題を抽出しております。 

この課題に対しては、支部管轄市町村の設置している仮置場を６～８月に各支部

で現地確認（別紙：状況調査票）し、災害時に支障を来さないよう設置に関して助

言を行っております。 
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【提出議題回答用紙】 

 

回答協会名：大分県産業資源循環協会 

 

＜ 議題１ ＞ 提案協会名：（一社）福岡県産業資源循環協会 

 

災害廃棄物の処理等に関する協定締結状況及び各市町村との情報交換について 

 

 

＜ 回答趣旨 ＞ 

・大分県協会では、県内の全市町村（18 市町村）と「大分県災害廃棄物の応援に関

する協定書」の関する実施細目の協定締結をしています。 

 

・有事の際の作業分担や委託業務の権限範囲 

 有事の際に基本協定書第3条の規定に基づき災害廃棄物の処理等の実施が円滑に

できるよう、その詳細について、協議することとしている。 

しかし、実際はどのようにすべきか悩んでいる状況にある。 

 

・通常時の自治体との情報交換等 

 災害発生時、県に協力できる資機材等について、毎年報告をしている。 

基本協定書では「5 月末までに報告」とされているが、現在情報集計中である。 

 

・担当者連絡体制について 

 市町村の担当者とは、休日夜間を含めて連絡できるよう現在連絡網を作成中 

 

・市町村へのフォローについて 

 仮置きの提供や選定、災害対策会議や防災訓練へ参加できるとしているが、声が

かかったことはない。 

 

・災害廃棄物処理計画策定状況について 

 全 18 市町村計画策定済み 

 

なお、県との基本協定書及び 18 市町村との実施細目協定書の写しを添付します。 
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【提出議題回答用紙】 

 

回答協会名： 宮崎県産業資源循環協会 

 

＜ 議題１ ＞ 提案協会名：（一社）福岡県産業資源循環協会 

 

災害廃棄物の処理等に関する協定締結状況及び各市町村との情報交換について 

 

 

＜ 回答趣旨 ＞ 

 

 協定については、平成２１年１月に県と締結して以降、平成２８年から順次個別

に市町村と進め、令和３年に未締結の１４町村と一括協定を行い、今年７月８日で

県内全市町村との締結が終了する。 

 市町村との連携については、昨年度から進めていく予定であったが、新型コロナ

感染拡大防止のため、連携を図ることができなかった。 

 今年は、市町村との連携を図ることも可能と思われ、顔の見える関係からはじめ

て、委託業務の内容や価格設定、仮置場の選定や運営要領等、順次進めていきたい

と考えている。 
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【提出議題回答用紙】 

 

回答協会名：沖縄県 産業資源循環協会 

 

＜ 議題１ ＞ 提案協会名：（一社）福岡県産業資源循環協会 

 

災害廃棄物の処理等に関する協定締結状況及び各市町村との情報交換について 

 

 

＜ 回答趣旨 ＞ 

 沖縄県協会においては、沖縄県と平成 23 年 3 月「台風等大規模災害時における災害廃棄

物の処理に関する」協定締結をしております。 

 その後、平成 29 年度に沖縄県災害廃棄物処理計画を策定し、その一環として「平成 31年

4 月「災害発生時の廃棄物処理に関する協定」を締結の最終段階まで行きましたが、県知事

の交代等により締結していません。 

本年度、沖縄県と上記協定の締結に向けて、引き続き協議していく事の確認をしている

状況です。 

 

 また毎年、協会員からの災害時に協力可能な車両・重機等を集計把握し、緊急時の対応

に備えておりますが、現在４１市町村と災害廃棄物の処理の関する協定を締結してないの

で、情報交換・共有等されてないのが現状です。 

 

 沖縄県協会も今後の参考とさせていただきたいので、ご教授願います。 
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資料３－２ 

第１回九州地域協議会災害廃棄物委員会 

 

県 名  長崎県           

 

記入者  濵田 尚武         

 

【 提 案 議 題 】 

〈議  題２〉 

 災害廃棄物処理初動訓練の実施について 

〈提案趣旨〉 

  長崎県協会においては「災害廃棄物処理初動訓練実施要領」を定め、本年度

から情報伝達訓練や人員・資機材提供情報訓練等を実施することにしています

が、災害廃棄物処理で重要となる災害廃棄物仮置場設置訓練については訓練場

所の確保や訓練に必要な財源のこともあり実施の見通しがない状況にありま

す。この点について各県協会の取組状況を下記によりご教授願います。 

 

  （１）災害廃棄物仮置場設置・運営訓練の内容 

 

 

  （２）訓練に要する財源の確保と予算額 

 

 

 

25



 

 

 

 

    

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

26



【提出議題回答用紙】 

 

回答協会名：（一社）佐賀県産業資源循環協会 

 

＜ 議題２ ＞ 提案協会名：（一社）長崎県産業資源循環協会 

 

災害廃棄物処理初動訓練の実施について 

 

 

＜ 回答趣旨 ＞ 

 

令和３年度に県からの委託事業で実施を計画しておりましたが、雨季に入り、地盤の問

題等があり、中止しました。 

なお、同年の豪雨災害で実際に設置した仮置場の運営状況を、希望する市町職員に視察

してもらい、説明を行いました。 

以下は、計画していた内容です。 

提案議題は、協会員を対象とした訓練を想定されていると思われますが、当協会で計画

したものは、どちらかというと市町職員を対象に、事前準備の重要性を理解してもらうた

めに計画したものです。 

 

１ 災害廃棄物仮置場設置・運営訓練の内容 

  別紙のとおり 

 

２ 訓練に要する財源の確保と予算額 

  県からの委託料１５０万円。 

  破砕機等を持ち込めば予算不足するけど、臨場感を出すためには必要という話をして 

 いました。 
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災害廃棄物仮置場設置・運営訓練 実施計画書 

 

１ 目的 

初動が重要であることから、災害発生から３日目～５日目を想定して、仮置

場の設置・運営訓練を実施することにより、仮置場における初動対応のポイン

ト、事前準備の重要性を理解してもらう。 

実施にあたっては、実際必要とされる車両・重機・看板等を準備し、搬入・

搬出ルートを設けるなど、これまでの事例を踏まえ、リアル感をもった内容と

する。 

 

２ 主催者 

  （一社）佐賀県産業資源循環協会（以下「協会」という。） 

  佐賀県委託事業 

 

３ 期日  

令和 3 年 6 月 16 日（水） 

 

４ 場所  

佐賀市南部中継所（旧川副・東与賀清掃センター) 

佐賀市川副町大字犬井道 5727 

 

５ 時間 

9：30～16：30 午前、午後で２部構成（詳細は下記のとおり） 

9：30 集合 

9：45 開催挨拶 

10：00～12：00 １部（搬入関係） 

12：00～13：30 休憩 

13：30～15：30 ２部（搬出関係） 

15：30～16：00 質疑応答 

16：30 解散 

 

６ 参加者 

７０人（市町４０、県５、協会２０、一般廃棄物処理業者５） 

 

 

28



 

 

７ 訓練内容 

（１）市町の初動対応 

① 市町が初動対応で留意すべき点を説明 

② 住民への周知チラシの説明 

 

（２）仮置場の設置・運営 

① 搬入路、搬出路の設置、案内板の設置 

② 分別置場の設置、案内板の設置 

③ 車両等機材を準備、用途を説明 

  鉄板、０．４５バックホー、２０ コンテナ脱着ダンプ、 

８ コンテナ脱着ダンプ、移動式破砕機、軽トラ、看板 等 

  ④ 廃棄物は佐賀市が準備 

  ⑤ 要員の配置 

    入口、出口、分別置場等 

  ⑥ 分別して搬入された場合、混合状態で搬入された場合の対応を説明 

  ⑦ 搬出先（市町の処理施設）の説明（受入条件、必要な処置） 

 

（３）質疑応答の時間を設ける。 

 

（４）参加者にアンケートを実施して集計し、参考とする。 

 

８ その他 

（１）マスコミ公表を行う。   

  

（２）小雨決行。中止の場合は、協会のホームページで周知する。 

 

９ 問合せ先 

  （一社）佐賀県産業資源循環協会 事務局 

  電話 ０９５２－３７－７５２１ 

  Fax  ０９５２－３７－７５２２ 

  Mail  info@saga-sanpai.or.jp 
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【提出議題回答用紙】 

 

回答協会名：熊本県産業資源循環協会 

 

＜ 議題２ ＞ 提案協会名：（一社）長崎県産業資源循環協会 

 

災害廃棄物処理初動訓練の実施について 

 

 

＜ 回答趣旨 ＞ 

 

（１）災害廃棄物仮置場設置・運営訓練の内容 

本県協会南部支部が、平成２６年度に八代市と共同で訓練を実施しておりますの

で、別紙のとおり参考資料を添付します。 

 

（２）訓練に要する財源の確保と予算額 

本県協会では、毎年、災害発生を想定した支援訓練の実施検討について事業計画

に組み込んでおります。 

平成２４年度の熊本広域大水害、平成２７年度の第１５号台風災害、平成２８年

度の熊本大震災及び令和２年７月豪雨災害の支援実績の検証を基に、災害時の対応

強化を図るため、熊本県及び市町村と連携し、災害支援訓練の実施を検討しており

ます。 
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南部支部による災害廃棄物の分別・運営訓練 

 

開催日：平成２７年３月２１日（土）９：００～１１：００ 

場 所：八代市新港町 株式会社 津田 八代工場 

主催者：八代市 

    熊本県産業廃棄物協会 南部支部 

参加者：３４名 

【概要】 

八代市が災害廃棄物の仮置場を設置したことを想定し、仮置場のノウハウや

分別知識の習得を目的として、八代市と熊本県産業廃棄物協会南部支部が共同

で実施したものです。 

訓練は２部構成で行われました。 

１部 南部支部会員による災害廃棄物の分別 

ⅰ仮置き場に災害廃棄物の搬入 

ⅱ産業員による分別作業（廃棄物の種類毎に持ち込みヤードを事前設定） 

ⅲ有害物等の危険物の対応 

ⅳ分別内容の確認  

ⅴ教官（南部支部幹事）からの講評 

２部 仮置き場運営（協会会員と八代市職員で模擬演技） 

ⅰ一般住民への対応：持ち込み廃棄物のチェック、便乗物の持ち帰り指導 

ⅱ便乗持ち込み者対応：事業系廃棄物について搬入拒否 

ⅲ県外からの便乗持ち込み対応：当該持ち込み者のクレーム対応 
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【提出議題回答用紙】 

 

回答協会名：大分県産業資源循環協会 

 

＜ 議題２ ＞ 提案協会名：（一社）長崎県産業資源循環協会 

 

災害廃棄物処理初動訓練の実施について 

 

 

＜ 回答趣旨 ＞ 

 

（１）について、未実施 

（２）について、よって財源は確保されていない。 
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【提出議題回答用紙】 

 

回答協会名：宮崎県産業資源循環協会 

 

＜ 議題２ ＞ 提案協会名：（一社）長崎県産業資源循環協会 

 

災害廃棄物処理初動訓練の実施について 

 

 

＜ 回答趣旨 ＞ 

 

（１）災害廃棄物仮置場設置・運営訓練の内容 

    宮崎県協会では、以前、県総合防災訓練の一環として、仮置場設置・運営

訓練を行っていたが、近年、他の訓練に取って代わられ、実施に至ってない。 

 

（２）訓練に要する財源の確保と予算額 

協会の自主財源で実施するには負担が大きいため、産廃税を扱う県担当課

職員には、他県の行政を巻き込んだ訓練の実施内容が示された記事等を見

せて、県主導の実施を要望しているところである。 
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【提出議題回答用紙】 

 

回答協会名：沖縄県 産業資源循環協会 

 

＜ 議題２ ＞ 提案協会名：（一社）長崎県産業資源循環協会 

 

災害廃棄物処理初動訓練の実施について 

 

 

＜ 回答趣旨 ＞ 

 沖縄県協会は恥ずかしながら、今後「災害廃棄物支援行動マニュアル」を新設の取組み

を行う状況です。 

 

（１） 災害廃棄物仮置場設置・運営訓練の内容 

 ・実施の見通しがない状況です。 

 

 （２）訓練に要する財源の確保と予算額 

 ・実施の見通しがない状況です。 
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資料３－３ 

第１回九州地域協議会災害廃棄物委員会 

 

県 名  長崎県           

 

記入者  濵田 尚武         

 

【 提 案 議 題 】 

〈議  題３〉 

災害廃棄物処理に係る人材の事前調査について 

〈提案趣旨〉 

  災害廃棄物処理では資機材の調達のほか業務に従事する人材の確保も重要と

なります。長崎県協会では、会員を対象に従来実施している資機材調査に加え、

災害廃棄物処理時に派遣できる人材について調査することとしていますが、各

県協会の取組状況をご教授願います。 
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【提出議題回答用紙】 

 

回答協会名：（一社）佐賀県産業資源循環協会 

 

＜ 議題３ ＞ 提案協会名：（一社）長崎県産業資源循環協会 

 

災害廃棄物処理に係る人材の事前調査について 

 

 

＜ 回答趣旨 ＞ 

 

１ 災害廃棄物処理時に派遣できる人材（現場作業員等）についての事前調査 

 

  実施していません。 

 

  事前調査をしていても、資機材についても人員についても、発災した時点で改めて、

何時から何時まで出せるかを会員に照会する必要があります。 

  照会しても仮置場における人員が不足するのに対応するため、ボランティアの活用 

 を検討しており、関係機関と協議しているところです。 
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【提出議題回答用紙】 

 

回答協会名：熊本県産業資源循環協会 

 

＜ 議題３ ＞ 提案協会名：（一社）長崎県産業資源循環協会 

 

災害廃棄物処理に係る人材の事前調査について 

 

 

＜ 回答趣旨 ＞ 

 

 本県協会では、平常時ならびに災害発生時に別紙のとおり調査を行っておりま

す。 

 なお、本資料は全国産業資源循環連合会災害廃棄物委員会（令和３年度第４回）

が開催された際に、本県協会が説明を行ったものです。 
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一般社団法人熊本県産業資源循環協会 

災害廃棄物支援に関する情報管理の概要 

令和３年１２月２４日現在 

 

本県協会では、協会員の情報を一元するために顧客管理ソフト（顧客大臣ＮＸ）を用いて会員の情報管

理を行っており、災害廃棄物処理についても迅速に対応するべく情報集録を行っている。 

 

 平常時には、協会員（処理業者のみ）に「災害廃棄物処理に対応可能な施設・車輌重機等の現状調査」 

を行い、車輌や重機の保有台数や施設等を本管理ソフトに入力している。（資料１） 

 

災害発生時には、協会員（処理業者のみ）に「災害廃棄物支援に関する会員企業の対応可能な支援の状

況調査」（資料２）を行い、調査結果を本管理ソフトに入力し、担当幹事社、関係支部長に送付している。 

また、支援稼働時には、仮置き場の幹事社に車輌や現場作業員等の実動数を確認し、本管理ソフトに入

力を行い、現状把握に努めている。 

 

 この様に、“支援調査”と“支援実動数”を同時に管理することで、支援可能な協会員だけでなく、実

動している協会員も把握することができる為、追加支援が必要となった場合は即座に仮置き場の幹事社

へ情報伝達することができるようになっている。（協会員をバランス良く配置し、全会員が一体となって

支援する体制を構築） 

 

【入力画面例】                   ※会員の情報管理（基本情報、支部（所在地）、 

許可内容、収集運搬車両・重機等） 

   

 

 

  

 

 

 

 ①      ②  ③          ④  ⑤         ⑥   ⑦      ⑧ 

 

 

 

 

 

                      （１）支援調査         （２）支援実働数 

（１）支援調査 入力項目 

①支援可能項目（現場作業員、車輌・重機、処理等） ※裏面参照 

②支援可能（台）数 
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③受入可能廃棄物品目 ※裏面参照 

④支援可能な受入量 

⑤備考（単位） 

 

（２）支援実動数 入力項目 

⑥市町村（稼働中） 

⑦現場名（仮置場名） 

⑧稼働数 

 

（３）帳票の出力 

  管理データ（１）～（２）は、支部や処理業者ごとに帳票を出力（紙、Ｅｘｃｅｌデータ等）する 

ことができる。 

 

【入力例 ①支援可能項目】 

 

【入力例 ③受入可能廃棄物品目】 
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資料１ 

熊産協第 ５９ 号 

令和２年３月２５日 

  協会員 各位 

                         一般社団法人熊本県産業資源循環協会 

会  長    野 原 雅 浩 

 

熊本県及び市町村との災害廃棄物処理の支援活動に関する協定に伴う 

災害廃棄物処理に対応可能な施設・車両重機等の現状調査の確認に 

ついて 

 

時下 ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

さて、平成２１年５月１５日に熊本県と締結した「災害廃棄物処理の支援活動に関す

る協定」を基本として災害を想定した事項を規定した実施細目協定を平成２４年までに

全ての市町村と締結しており、平成２４、２７年豪雨災害、平成２８年熊本地震及び令

和２年７月豪雨災害の災害支援活動を実施して参りました。 

このため災害体制構築に向けて平成３１年３月１９日付けで現状調査を行い、貴会

員からご回答頂いているところです。 

つきましては、昨年度に引き続き車両や重機等の保有台数、施設等の実態調査を

行いますので、昨年度から変更がある場合は別紙：調査票にご記入のうえ、令和４年１

月日（金）までに協会へＦＡＸでご返信お願い致します。 

なお、変更がない場合にも、確認票にチェックいただき、令和４年１月  日（金）ま

でに協会へＦＡＸでご返信願います。 

 

                〔報告、問合せ先〕  （一社）熊本県産業資源循環協会 

                              ＴＥＬ０９６－２１３－３３５６ 

                              ＦＡＸ０９６－２１３－３３６２ 

                              担当者 ：久保 

 

                 切り取らずにそのままご返送ください。                       

 

【 確認票 】 

 

□  昨年度の調査票の内容に変更はありません。 

 

□  昨年度の調査票を変更します。（別紙：調査票に変更内容をご記入下さい。） 

 

 

 

会員企業名 

記入者名                          
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令和２年       月　  　日記入

　記入者名：

項　 目

1 会員企業名

車　両

　①深ボデーダンプ車

　②土砂ダンプ

　③平ボデーダンプ

　④特殊深ボデー車

　⑤パッカー車

　⑥ガット車

　⑦トレーラ土砂ダンプ

　⑧重機運送車両

重　機

　①ユンボ

　②ショベルローダー

　③フォークリフト

  ④フォーククロー

　③散水車

産業廃棄物処理施設

一廃許可 有　　・　　無

県届出 有　　・　　無

一廃許可 有　　・　　無

県届出 有　　・　　無

【記入方法は、別紙参照下さい。】 その他（　　　）は、種別毎台数を具体的にご記入願います。

(注)
　　災害廃棄物は、一般廃棄物であるため産業廃棄物処理業許可だけでは受入れることはできません。
　　そのため産業廃棄物処理施設で災害廃棄物を処理するためには「一般廃棄物処分業許可」若しくは
　　「産業廃棄物処理施設において処理する一般廃棄物に係る届出」が必要となります。

4
(注)

令和２年４月１７日(金)までに熊本県産業資源循環協会にＦＡＸ（096-213-3362）によりご返信下さい。

災害廃棄物処理に係る調査票（運搬車両・重機・廃棄物処理施設等）

2

3

２ｔ(　　　　　台)、４ｔ（　　　　　台）、７ｔ（　　　　　台）、１０ｔ(　　　　　台)、
その他(　 　t　　台)、計（　　　　　　台）

２ｔ(　　　　　台)、４ｔ（　　　　　台）、１０ｔ(　　　　台)、その他（　 　t　　　台）
計(　　　　　台)

積載量２０ 以上(　　　　　台)、その他（　　　　　台）、計(　　　　　　台)

２ｔ(　　　　　台)、４ｔ（　　　　　台）、１０ｔ(　　　　台)、その他（　 　t　　　台）
計(　　　　　台)

４ｔ（　　　　台）、１０ｔ(　　　　台)、その他（　 　t　　　台）、計(　　　　　　台)

２０ｔ超（　　　　　　台）、その他（　　　　　　台）、計(　　　　　　台)

0.45重機運送（　　　　　　台）、0.70重機運送(　　　　　　　台)、
移動式破砕機等（　　　　　　台）、その他（　　　　　台）、計(　　　　　　台)

　②最終処分

記入欄

　①中間処理

２ｔ(　　　　　台)、４ｔ（　　　　　台）、１０ｔ(　　　　台)、その他（　 　t　　　台）
計(　　　　　台)

0.15(　　　　　　　台)、0.25（　　　　　　　　台）、0.45（　　　　　　台）、
0.70(　　　　　　　台)、　その他(　 　 t 　 台)、計（　   　　　　　台）

保有台数

許可等取得状況

保有台数

0.15（　            台）、0.25（　　　　　　　 台）0.45(  　　　　　　台)、
0.70（　　　　　　　台）、その他（　　　 　　 台）、計(　　　　　　　台)

1.70(　　　　　　台)、その他（　　 　  　　台）、計(　　　　　　台)

４ｔ（　　　　　　　台）、その他（　 　t　　　台）、計(　　　　　　台)
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FAX ０９６－２１３－３３６２ 

（一社）熊本県産業資源循環協会 行 

 災害廃棄物支援に関する会員企業の対応可能な支援の状況調査  
熊本県南豪雨による市町村からの災害廃棄物の支援要請に伴い会員企業の現段階で

対応可能な人的支援、移動式処理機、重機、収集運搬車輌、処分施設を把握したいので、

ご協力をいただける会員企業は、以下にご記入のうえ、７月１０日（金）までにＦＡＸ

により協会事務局へご返信下さい。 
 なお、期日までに返信されない場合は、対応不可能とさせていただきます。 

 

１【仮置き場（現場作業員）】（自社社員のみ、派遣は除く） 

現場作業員数 人  

２【移動式処理機、重機、車輌等】対応可能な数量を記入下さい。（自社所有分のみ、リース除く） 

NO. 摘 要 
支援可能数量 

（現在、支援中で使用しているものを除く） 

（１）移動式処理機  

 破砕機（木くず） 台  

（２）重機  

① ユンボ（0.45） 台  

② ユンボ（0.70） 台  

③ ショベルローダー（1.70） 台  

④ 散水車４ｔ 台  

（３）収集運搬車輌  

① 深ボデーダンプ（2ｔ） 台  

② 深ボデーダンプ（4ｔ） 台  

③ 深ボデーダンプ（7ｔ） 台  

④ 深ボデーダンプ（10ｔ） 台  

⑤ 土砂ダンプ（2ｔ） 台  

⑥ 土砂ダンプ（4ｔ） 台  

⑦ 土砂ダンプ（10ｔ） 台  

⑧ 特殊深ボデー車（積載量５０ 以上） 台  

⑨ パッカー車（2ｔ） 台  

⑩ パッカー車（4ｔ） 台  

⑪ パッカー車（10t） 台  

⑫ ガット車（4ｔ）つかみ付 台  

⑬ ガット車（10ｔ）つかみ付 台  

⑭ トレーラ土砂ダンプ（20ｔ超） 台  

３【処分施設（中間処理・管理型最終処分）】 

災害廃棄物を処分する場合は、一般廃棄物設置許可か熊本県への届出が必要です。 

NO. 摘 要 支援可能な受入量 

① 可燃物 ｍ3  

② 不燃物 ｍ3  

③ がれき類等 ｍ3  

④ 混合廃棄物 ｍ3  

⑤ 木くず ｍ3  

 

令和２年７月  日 

 

会 員 名 

責任者名          携帯番号    ―    ―     

緊急 
資料２ 
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仮置場運営等にご協力いただく際のルール 

 

1. 全体 

 

① 皆様からご回答いただいたアンケートの集計結果は、管理者にお渡しします。 

② どの会社様にどのような内容の協力要請をするかは、管理者の判断となります。 

③ 協力要請をする場合は、管理者から各社に直接連絡が入ります。各社から管理者への連

絡は控えてください。 

④ ご協力いただく期間は、管理者の判断となります。 

⑤ 予定していたよりも、ご協力いただく期間が短くなる場合があります。いかなる事情であ

っても、管理者の判断に従ってください。 

⑥ 仮置場や収集・運搬時にトラブル等を起こした場合、トラブルを起こした方だけではなく、

その会社に所属する他のメンバーも本事業には携われなくなります。 

⑦ 派遣できる人員は、自社に所属している人員のみとなります。 

その際、雇用状況（保険証若しくは雇用契約等）を確認できるものを提示ください。 

⑧ 重機及び重機オペレーターは、1 ヶ月以上派遣できる人を選定してください。（管理者の判

断で 1 ヶ月以下になる場合があります。） 

⑨ 作業員は、2 週間以上派遣できる人を選定してください。（管理者の判断で 2 週間以下に

なる場合があります。） 

⑩ 仮置場の運営については、管理者に一任しています。理事・支部長・事務局等へのクレー

ム・お問い合わせは控えてください。 

 

2. 現場の従事者（現場に派遣される際に、必ず伝達してください。） 

 

① 現場で管理者が定めるルールに従ってください。所属している会社のルールよりも、現場

のルールを優先してください。 

② 管理者及び現場で定められているリーダーの指示に従ってください。 

③ 仮置場に災害廃棄物を搬入されるのは被災者やボランティアの方々です。いかなる事情

があっても、言い争い、喧嘩（トラブル等）は許されません。 

④ 以上のルールを守れていないと管理者が判断した場合、本人だけではなく、その会社に所

属する他のメンバーも本業務には携われなくなります。 

 

以上 
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【提出議題回答用紙】 

 

回答協会名：大分県産業資源循環協会 

 

＜ 議題３ ＞ 提案協会名：（一社）長崎県産業資源循環協会 

 

災害廃棄物処理に係る人材の事前調査について 

 

 

＜ 回答趣旨 ＞ 

 

 毎年、別紙のとおり「災害時に協力・支援可能な資機材調査」をする中で人材（協

力・支援可能な従業員数）を各会員に聞いている。（この様式は、愛媛県協会のもの

を変化させたものです。） 

 なお、協会事務局で取りまとめて県に報告している。 
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事  務  連  絡 
令和４年６月１４日 

 
 会 員 各 位 

一般社団法人大分県産業資源循環協会 
                                         専務理事兼事務局   森下 昌勅 
 
 

災害時に協力・支援可能な資機材調査について(お願い) 
時下、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 
さて、標記のことについては、平成２３年１２月１日に大分県と締結した「大分県災害廃

棄物処理の応援に関する協定」第９条の規定に基づき、協力が可能な会員の状況等について
報告することとされています。 

つきましては、別添の調査票にご記入の上、６月３０日(木)までに FAX 又は E メールに
てご回答いただくようお願いします。 

なお、ご回答にあたっては、下記の事項を前提としてください。 
記 

【前提条件】 
  ① ご協力いただいた回答につきましては、調査結果を整理し大分県及び県内市町村に報

告するとともに、協会における協力・支援体制整備の検討資料として活用させていただ
きます、 

 ② 「災害廃棄物」は、一般廃棄物に区分され、その処理・処分は、概ね市町村事業で行
われることとなりますが、業務遂行能力を有する産業廃棄物処理業者は、一般廃棄物処
理業の許可の有無にかかわらず市町村の委託を受けて災害廃棄物の処理・処分を行うこ
とが出来ます。 

 ③ 収集運搬業務は、交通渋滞を防止し搬送効率を高めるため、自市町村内や周辺市町村
に設置される「仮置場」や「(仮設)処理・処分施設」等までの運搬が中心になるものと
思われます。 

 ④ 仮置き場等では災害廃棄物の分別処理等の管理・運営を任されるものと思われます。 
 ⑤ 解体作業に際しては、ミンチ解体は極力排し、リサイクル・再利用を考慮した分別解

体（木質系、コンクリートがら、金属類に分別）を中心に要望されると思われます。 
 ⑥ アスベストを吸音・結露防止材や耐火被覆材として使用している建造物の解体作業に

際しては、シート養生、負圧除じん装置等による陰圧化作業などの特殊作業が要求され
るものと思われます。 

 (一社)大分県産業資源循環協会 
 FAX 097-503-0351 TEL 097-503-0350 
 E メール info@oita-sanpaikyo.or.jp 
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（一社）大分県産業資源循環協会事務局あて
（FAX：097-503-0351     Eメール：info＠oita-sanpaikyo.or.jp）

ＴＥＬ
ＦＡＸ

（運搬車両）

※車検証に土砂等禁止車両の標記があるものは（ ）にその内訳を記入してください。

※6/30(木)
までに

 FAX又は
 Eメールで
 ご回答

 ください。

住 所

代表者
氏 名

許可内容
□収集運搬 □中間処理
□最終処分

所属する
関連団体

令和4年度の災害時に協力・支援可能な資機材調査票

支部

大型車トラック
総重量11トン以上
積載量6.5トン以上

（うち土砂等禁止）

中型車トラック

（うち土砂等禁止）

脱着装置付
コンテナ車

パッカー
バキューム
ダンパー

高圧洗浄車

□建設業
協会

□建設解
体業協会

□その他
（    ）

担当者氏名
協力・支援可能な

従業員数
名

会員名

準中型車トラック

（うち土砂等禁止）

その他トラック
総重量3.5トン未満
積載量2トン未満

（うち土砂等禁止）

種 類 深ボディ 平ボディ

台
（  台）

台
（  台）

台
（  台）

台
（  台）

台

その他
（    ）

台
（  台）

台 台 台 台

台

台
（  台）

台 台 台 台 台

台
（  台）

台 台 台 台

台 台 台 台 台

バックホウ(小)
（機体重量3トン未満）

ショベルローダー
フォークリフト
重機運搬車両

台
（  台）

種 類 台 数
バックホウ(大)

（機体重量3トン以上）

（重機関係）
うちフォーク装着可 うちカッター装着可

台 （      台 ） （      台 ）

台 （      台 ） （      台 ）

台
台
台
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【提出議題回答用紙】 

 

回答協会名：宮崎県産業資源循環協会 

 

＜ 議題３ ＞ 提案協会名：（一社）長崎県産業資源循環協会 

 

災害廃棄物処理に係る人材の事前調査について 

 

 

＜ 回答趣旨 ＞ 

 

  宮崎県協会の毎年の資機材等調査では、職員数の把握のみに留めている。 

  現実の災害発生時には、対応できる職員数も限られてくることが予想されるこ

とから、災害時でも使えるとの想定で、協会ＨＰに「災害時連絡」として、協力

の可能性、人材等派遣の可能性等を会員企業に入力してもらって、把握していく

手段を持っている。 
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【提出議題回答用紙】 

 

回答協会名：沖縄県 産業資源循環協会 

 

＜ 議題３ ＞ 提案協会名：（一社）長崎県産業資源循環協会 

 

災害廃棄物処理に係る人材の事前調査について 

 

 

＜ 回答趣旨 ＞ 

 会員を対象に従来通り、災害時に協力可能な車両・重機等を集計していますが、災害廃

棄物処理時に派遣できる人材（現場作業員等）については、調査するか検討中となってい

ます。 

  

 沖縄県協会も今後の参考とさせていただきたいので、ご教授願います。 
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資料３－４ 

第１回九州地域協議会災害廃棄物委員会 

 

県 名  長崎県           

 

記入者  濵田 尚武         

 

【 提 案 議 題 】 

〈議  題４〉 

 災害廃棄物処理に係る協議会の設置について 

〈提案趣旨〉 

  災害廃棄物処理においては、自治体や一般廃棄物処理団体などの関係団体と

の連携が重要となりますが、各県において、これら関係機関での協議会が設置さ

れているか、設置されている場合は、その組織構成や協議状況などについてご教

示願います。 

  なお、長崎県においては設置されていません。 
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九州地域協議会災害廃棄物委員会 提案議題４回答書総括 

県名 回答書 

福岡県 福岡県では毎年、福岡県災害廃棄物処理連絡会が開催されており、当協会も

福岡県災害廃棄物処理連絡会構成機関として、出席しております。 

・福岡県災害廃棄物処理連絡会設置要綱（P60 61） 

佐賀県 佐賀県主催により、令和３年度から災害廃棄物対策地区別意見交換会を実施

しています。（P62） 

熊本県 （１）災害廃棄物処理に係る協議会の設置について 

本県においては、標記協議会の設置は行われておりません。 

また、災害発生時には熊本県や被災市町村が実施する災害対策会議等に出席し、

被災市町村からの災害廃棄物処理支援要請に基づく災害廃棄物の処理等の支援

活動が円滑に遂行されるよう、随時、災害廃棄物の処理・応急措置等について

協議、情報提供を行っております。 

（２）その他 

 令和４年５月、熊本県が市町村の担当職員向けに実施した「令和４年度熊本

県災害廃棄物対応人材育成研修」において、本県協会の会員企業が講師を務め、

研修会を実施しました。（P63） 

大分県 本協会でも、設置されていません。 
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宮崎県 宮崎県では、県の担当課主催で、市町村、当協会、環境保全協会、保健所を

メンバーとする災害廃棄物処理対策ネットワーク会議を開催し、これに解体組

合等も加えての図上訓練などを実施してきたが、新型コロナ感染拡大防止のた

め、会合等も持てない状況にある。 

鹿児島県 当県においては、関係機関での協議会は設置されておりません。 

 

沖縄県 沖縄県においても設置されておりません。 

沖縄県協会も今後の参考とさせていただきたいので、ご教授願います。 
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資料Ｎｏ．４ 

 

 

 

 

 

第１回九州地域協議会災害廃棄物委員会 

（令和４年度） 

 

各県協会災害廃棄物委員会 

事業報告書 
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第１回九州地域協議会災害廃棄物委員会 

 

県 名     佐賀県        

 

記入者    立石 功      

 

【 情報交換 】 

〈題  名〉 

災害廃棄物の処理料金の単価の単位について 

〈詳細内容〉 

トラックスケールを有しない最終処分場で災害廃棄物を処理する場合の処理料金の単

価の単位は、最終処分場の許可を でもらっていることもあり、ｔではなく でお願いし

たいとの意見があったため、佐賀県循環型社会推進課から環境事務所に確認してもらい、

県からは次の報告を受けました。 

 

●災害廃棄物処理（国庫補助対象）における、業者に支払う際の災害廃棄物の処理料金の

単価の単位は、ｔでも でもよい。 

１ 原則は実測（トラックスケール）による重量（ｔ） 

２ 実測による重量（ｔ）で算出することが困難な場合は、体積（ ）でもよい。 

ただし、市町村が求める証拠書類は必要。 

例えば、トラックに積載されているところや最終処分場に積み下ろしされていると 

 ころを、メジャーで都度計測し、その写真を証拠書類とするなど。 

３ 体積に換算係数をかけて算出した重量（ｔ）でもよい。 

  ただし、２と同様の証拠書類は必要。 

４ 重量でなく体積を認めるかどうかは、市町村の判断となる。 

 

●市町村から環境省に災害廃棄物量を報告する際の単位は、ｔである。 

したがって、市町村が体積で報告を受けている量があれば、市町村はｔに換算して報告

する必要がある。このため、業者は換算を求められる場合がある。 
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長崎県産業資源循環協会災害廃棄物処理対策委員会 

 

事業報告書（ 令和３年５月 ～ 令和４年６月 ） 

年 月 日 事業名 事業内容 

３ ５ 

 

 

 

１４ 第４０回理事会開催 議題（関係部分） 

１．災害廃棄物処理要請対応マニュアルについて 

２．災害廃棄物処理対策委員会規程について 

 

３ ８ 

 

 

 

 

 

 

１０ 第１回災害廃棄物処理対

策委員会開催 

議題 

１．災害廃棄物処理対策委員会について 

２．同委員会の委員長及び副委員長について 

３．災害廃棄物処理要請対応マニュアルについて 

４．市町との災害廃棄物処理協定の締結状況について 

５．災害廃棄物処理対策委員会の活動について 

３ １１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９ 第２回災害廃棄物処理対

策委員会開催 

議題 

１．災害廃棄物処理対策の体制づくりに係る課題の整

理と対応について 

（１）各支部の支援体制について 

（２）支援資機材及び人材について 

（３）市町との連携について 

（４）訓練について 

２．九州地域協議会における災害廃棄物処理対策の動

向について 

３．市町との災害廃棄物処理協定の締結状況及び協定

締結市町の災害廃棄物仮置場の現地調査の状況

について 

 

４ ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２５ 第３回災害廃棄物処理対

策委員会開催 

議題 

１．災害廃棄物処理体制づくり等について 

（１）災害廃棄物仮置場の業務内容について 

（２）災害廃棄物仮置場における資機材、人材、作業

日報等について 

（３）災害廃棄物処理初動訓練実施要領について 

２．市町との災害廃棄物処理協定の締結状況及び協定

締結市町の災害廃棄物仮置場の現地調査の状況

について 

 

 メモ 
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（一社）熊本県産業資源循環協会 災害対策検討委員会 

 

事業報告書（ 令和４年４月１日 ～ 令和４年６月３０日 ） 

月 日 事業名 事業内容 

４ ２２ 

(一社)熊本県産業資源循環協会 

災害対策検討委員会 

令和４年度第１回 

〈場所〉熊本県産業資源循環協会 

〈出席〉熊本県４名、委員１５名、事務局２名 

議事： 

・熊本県との意見交換について 

 

 

   

 

   

 

   

 

特記事項 
※今後の活動について 

・７月４日（月） 

熊本県産業資源循環協会令和４年度第２回災害対策検討委員会（熊本県産業資源循環協会） 

・７月４日（月） 

全国産業資源循環連合会九州地域協議会第１回災害廃棄物委員会（日本料理松扇－熊本県） 
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- 1 -

 

             令和３年度活動状況について 

                                    （宮崎県） 

 

第１回 

４月１９日（月） ホテルマリックス 

 ・災害廃棄物処理における支援規程等の取組について 

 ・資機材調査における際は維持連絡フォームについて 

 

 

第２回 

７月８日（木） ホテルマリックス 

 ・災害時における復旧支援規程について 

 ・支援行動マニュアルについて 

 ・災害発生時における二次災害防止について 

 ・災害廃棄物処理実行計画について 

 

第３回 

８月１１日（水） ホテルニューウェルシティ宮崎 

 ・災害廃棄物処理支援のための各市町村との連携について 

 

第４回 

９月１０日（水） ホテルニューウェルシティ宮崎 

 ・緊急連絡網について 

 ・宮崎市委託契約書（災害廃棄物収集運搬）について 

 ・九州地域における災害廃棄物処理の相互支援規程に関する協定 

 

第５回 

１０月１４日（木） ホテルニューウェルシティ宮崎 

 ・災害廃棄物処理に係る市町村との協議について 

 ・災害時における緊急連絡網の体制について 

 

第６回 

２月１６日（水） ホテルマリックス 

 ・資機材調査における災害連絡フォームについて 

 ・災害廃棄物処理に係る市町村との協議について 
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（公社）全国産業資源循環連合会 災害廃棄物委員会 

 

事業報告書（ 令和４年４月１日 ～ 令和４年６月３０日 ） 

月 日 事業名 事業内容 

４ ６ 

(公社)全国産業資源循環連合会 

災害廃棄物委員会 

令和４年度第１回 

〈場所〉Ｗｅｂ 

〈出席〉加久委員（熊本県） 

議事： 

１．災害廃棄物処理委託契約の充実及びマニュアルの 

整備等について 

２．災害廃棄物対策に関する行政評価・監視＜結果に 

基づく勧告＞ 

 

 

６ ２８ 

(公社)全国産業資源循環連合会 

災害廃棄物委員会 

令和４年度第２回 

〈場所〉Ｗｅｂ 

〈出席〉加久委員（熊本県） 

議事： 

１．災害廃棄物の広域処理について 

２．中間報告の取りまとめ方法について 

 

 

   

 

   

 

特記事項 
※今後の活動について 

・７月４日（月） 

全国産業資源循環連合会九州地域協議会第１回災害廃棄物委員会（日本料理松扇－熊本県） 

 

 

 

70



資料５ 

令和４年度第２回災害廃棄物委員会（Web 会議） 

議事次第 

 

 

令和４年６月２８日（火） 

                        10:00～12:00 

 

 

 

１ 開会 

 

２ 委員長挨拶 

 

３ 議題 

① 災害廃棄物の広域処理について 

② 中間報告の取りまとめ方法について 

 

４ その他 

 

５ 閉会 

 

 

 

＜資料＞ 

① 災害廃棄物の広域処理について（中国地域及び四国地域での事例） 

② 災害廃棄物委員会委員名簿 
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災害廃棄物委員会委員

地域名     氏 名 所属正会員名等 役職名

北海道・東北 新沼  学 （一社）岩手県産業資源循環協会 副会長

関東 大賀  実 （一社）千葉県産業資源循環協会 副会長

信越・北陸 小林  哲也 （一社）新潟県産業資源循環協会 専務理事兼事務局長

中部 山本  浩也 （一社）愛知県産業資源循環協会
理事・
災害廃棄物処理対策に
関する特別委員会委員長

近畿 山本  彰德 （一社）和歌山県産業資源循環協会 専務理事

中国 ● 大塚  雅司
（一社）岡山県産業廃棄物協会
（公社）全国産業資源循環連合会

会長
理事

四国 岸  史郎 （一社）徳島県産業資源循環協会 会長

九州 加久  伸治 （一社）熊本県産業資源循環協会 専務理事

8名

●  委員長
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